
令和７年度 第３回 落合第四小学校地域協働学校運営協議会  議事録 

 

開催日時・場所 

令和 7年 １０月２日（木） 15：30～  落合第四小学校 会議室 

 

出 席 者（敬称略） 

二上委員、浅見委員、山下委員、江﨑委員、白鳥委員 

中里校長、渡辺副校長（司会）、梅澤主幹教諭 

教育支援課  明石（地域協働学校事務局担当） 

 

配布資料 

・ 地域協働学校 研修会リーフレット 

・ 学校評価中間報告 

・ 令和 7年度第４回地域協働学校運営協議会開催について 

・ 運営協議会レジュメ 

 

議  事 

１）代表挨拶 

 昨今、子供が心に抱えるストレス等から起こる、暴力性のある事件の報道に心を痛めている。報道の在り方に

も疑問が残るが、子供の、家族や他者を思いやる気持ちを育んでいきたい。 

 本校の児童の挨拶がとても気持ちよい。教員の日々の指導の結果の一つだと感じる。 

 

２）校長挨拶 

 今日まで、コロナ、インフルエンザ等の心配もなく、通常通り、教育活動を進めることができている。夏休み中の

盆踊り、氷川神社のお祭り等、地域、PTA に大きく支えていただいている。先月、５年の女神湖移動教室に行っ

てきた。３日間の日ごとに、子供たちの成長が感じられた、有意義な行事だった。次は、６年の日光移動教室が、

より安全で有意義な行事となるよう、準備を進めていく。 

 

３）学年の取組（４年）  

 ・社会科、環境学習、伝統文化理解学習と、様々な場面に外部の講師や指導者を呼び、学習を進められてい 

る。 

 ・総合的な学習の時間で、染め物の学習を行った。落合の地域に伝わる、世界に誇るべき伝統である染め物 

に触れ、体験的な学習を通して、子供たちの達成感を得る様子が見られた。 

 ・研究授業を通し、ホワイトボードミーティング®の活用実践を積んだ。子供たちが、教師が思った以上に内容 

の深い話合いをすることができ、発見であるとともに、より学習を深める可能性を確認する機会となった。 

・ 

 

４）道徳授業地区公開講座について 

 ・１０月２５日（土）の学校公開日に、“日本一学校を回るお笑い芸人”オシエルズを招き、講義をいただく予定。 

 

 

 



５）学校評価について 

 ・各項目について、年度当初に計画した内容に沿って、履行している。 

 ・図書に関する取組については、図書の貸出冊数だけでは見取れない、子供たちの読書への親しみを、外部 

の指導者を招くなどして、新たに方策を考えていきたい。 

 

６）情報交換 

 ・染め物に関する取組は、富士大学でも取り組んでいる。小学生の頃から親しむ内容としてはとても素晴らしい 

と感じる。 

 ・４年の取組の充実差には感嘆する。担任の努力に感心する。 

 ・日本の伝統文化について、最近は、日本人の若い人が興味をもつ傾向があるように感じる。 

 ・学校の教育活動において、聞いたり見たりするだけでない、体験的な学習のよさや大切さを感じる。 

 ・プールでの体育の学習時間の確保について、心配している。気候の影響をできるだけ受けないような、施設 

面での工夫があるとよい。 

 ・学年内に、見えにくい子供たち同士のトラブルやいざこざが聞かれる。情報を学校と共有し合い、解決に力を 

合わせていきたい。 

 ・学童、ひろばの活動で、夏、幼稚園の空き教室等を使用できてよかった。 

 ・学童、ひろばにおいて、子供たちの、物の扱い方について課題を感じ、指導を工夫する必要がある。 

 ・学童、ひろばにおける、タブレットの使用方法について、学校と連携し、より細かにルールを作ったり、認識を 

合わせたりしていく必要がある。 

 ・地域協働学校の研修会についての告知 

 

 

７）事務連絡 

 

＊次回 第５回 落四小地域協働学校運営協議会は  

１１月６日（木） 午後３時３０分から 本校会議室にて開催予定 

 

以 上 


